
･･･<第3分科会リレートーク

協議主題利用者が、生きがいのある暮らしができるようにするには
～そのためには、事業所と家族会の連携は～

家族会活動と事業所の紹介

家族会名

ネイチャーファーム家族会

家族会の概要

平成14年4月福祉工場いずみ（通称ネイチャーファーム）の開設とともにネイチヤーフアーム

保護者会として設立。その後、ネイチャーファーム家族会に改称。

福祉サービスの種別

就労継続支援A型

利用者人数21人（パンエ房15人、花工房6人）

家族会の回数年6回前後

主な行事家 族 会 の 開 催

奉仕活動（パンエ房、花工房）

家族会で工夫している点

・忌‘陣なく何でも話せるように、飲食を取りながら、テーマを設けず、自由な懇談に心がけている。

・泉の園の協力により、研修会や郊外への親睦旅行実施

・家族会に毎回、管理者の出席を求め、施設への要望・改善を伝え、情報を伝えてもらい、種々

の相談を行うことがある。
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家族会名

ひまわりの会家族会

家族会の概要

ひまわりの会は、1979年に10数人の母親たちで組織され、「共感、共育、共生」を基本理念と

して活動し、事業所を立ち上げてきた。利用者と地域の人々が共に楽しく豊かに暮らせる社会を

実現することを目指して活動している。

福祉サービスの種別

入所施設支援（ライフステーシヨン60人)、就労継続支援A型、B型、移行支援

生活介護、グループホーム、居宅サービスなど。

利用者人数成人 約 3 5 0 人 児 童 約 2 00人

家族会の回数年12回第四日曜日主に奉仕活動とひまわり市

ただし、8月は地蔵盆祭り、3月には春祭り

主な行事総会、親睦研修旅行（一泊または日帰り)、家族交流旅行

家族会で工夫している点

･家族会でNPOを立ち上げ、成年後見を行っている。

･奉仕日に合わせて、懇親会、忘年会や新年会を実施。

･アルミ缶とプルトップの回収をしている。

家族会名

津山みのり学園障がい福祉部家族会

家族会の概要

利用者とその家族の福祉の増進を図ることを目的として設立され、家族会会員数は160人。

福祉サービスの種別

就労継続支援A型、就労継続支援B型、生活介護、施設入所支援、グループホーム、日中一時支

援、短期入所

利用者人数180人

家族会の回数年6回

主な行事お楽しみ会（8月中旬)、昼食会(10月中旬)、みのり祭り(11月中旬）

研修会（2月中旬）

家族会で工夫している点

･家族会会員の年齢層が高いため､いかに会員の負担にならず会合に参加して楽しんでいただくか。
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会社会福祉法人金曜
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作業

･食品加工班（こんにゃくの製造販売）

･農耕・地域販売班（稲作・アイガモ農法）

(酒造場との提携による清酒「彦の露」生産販売）

(こんにゃく等地域販売）

･出向作業班（北ふれあいセンター清掃作業）

(企業内清掃）

･室内作業（軽作業）

作業

･食品加工（とうふの製造販売）

･農耕班（大豆、野菜の生産販売）

･エコロジー班（生ゴミ処理機による堆肥作り）

(BDF:廃食用油燃料事業）

･室内作業（クッキー、きなこ作り、軽作業等）

･出向作業班（地域の企業内作業・清掃作業）

生産活動

･木工製品・布製品・革製品の制作・展示・販売

各種イベント販売

身体介護・送迎・入浴

創作活動・行事・短期入所（単独型）

･グループホーム安井

．わくわくホーム

･パレット

居宅介護

(身体介護・家事援助、通院等介助）

重度訪問介護

行動援護

公益事業

･ホリデーサービス（楽しい休日）

･ナイトプログラム（楽しく宿泊）

･公益ヘルプ・福祉有償運送・就労支援

･サークルそのまんま・相談業務

短期入所（単独型）

市町村地域生活支援事業

(移動支援、日中一時支援）

は
た
ら
く

わくわくワーク
就労継続支援事業B型(定員36名）

岡山市北区一宮339-6

わくわくハンド・ベル
就労継続支援事業（定員10名）

就労継続支援事業B型（定員20名）

総社市真壁399

わくわく祇園's
生活介護事業（定員24名）

岡山市中区八幡44-5

わくわくホーム
共同生活援助事業（定員13名）

岡山市内3住居

わくわくサポートセンター
(働きと暮らしを総合的に支える）

岡山市北区花尻ききよう町14-108

株式会社仕事
(就労の場）

(生活源としての賃金を保障）

関連企業


